


 

 

 

 

 

 

 

OTACARAケバブ 

 小野高校家庭クラブでは、これまで地域の特産品を活か

したメニューや６次化商品の開発に取り組んできました。 

昨年度からは、「発酵の町づくり」を進めている小野町

の地元の発酵食品である「味噌」をテーマにメニュー開発

に取り組んでいます。 

第１２回絶品うまいもん甲子園では、地元発酵食品の

「味噌」と「黒にんにく」、本校で栽培している「枝豆」、

小野町産の「ミネラルトマト」、さらに令和８年度に統合

を予定している船引町の特産品である「えごま」を使用

し、若者に好まれ、片手で手軽に食べることができる、

「OTACARAケバブ」を考案しました。 

 名前の由来は、 

   小野町の「O」   お 

   田村市 「TA」 た 

   カレーの「CA」 か 

   サラダの「LA」  ら           です。 

地域の特産品をケバブにぎゅと詰め込み、１日に必要な

野菜の半量を使用し、彩りや食感も考え、たくさん野菜を

食べてもらえるように工夫しました。子どもから大人まで

幅広い世代の皆さんに、手軽に食べて健康になってもらえ

るようにとの願いを込めています。 

小野町の地元食材で作った

カレー 

カレーに合わせたサラダ 

チョップドサラダ 

生地に船引町産の「えごま」を使用 


